
［成果情報名］畑の健康診断「ヘソディム」によるキャベツ根こぶ病対策

［要約］前作発病度から発病ポテンシャルをレベル分けし、そのレベルに応じた防除対策を

選択できる。前作発病度が不明な場合、セルトレイ検定法でレベル分けを行う。また、畑

の健康診断の基準値として、病原菌密度、土壌 pH を選抜し、これらの値から発病ポテンシ

ャルをレベル分けできる。
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［背景・ねらい］

環境負荷を最小化した低投入・循環型の農業・食料生産方式へ転換するため、不必要な

薬剤施用をさける必要がある。そこで、作付け前の土壌から発病ポテンシャルのレベル分

けができる土壌診断技術を開発し、さらに、土壌病害診断に基づく管理技術をメニュー化

することで、土壌病害対策の要否およびその手段を決定するキャベツ根こぶ病管理技術を

開発する。ヘソディムの考え方は、畑を「検査」して、その検査結果から圃場の健康状態

を「評価」して、その評価に応じた「対策」を講じることである。  

［成果の内容・特徴］

１． 前作発病度を圃場毎に記録しておくことで、発病ポテンシャルのレベル分けが可能

である。前作発病度が不明の場合、作付け予定圃場の土壌を採取し、50 穴のセルト
レイに入れ、指標作物としてハクサイを播種し底面給水で管理するセルトレイ検定

（吉本、2001）を行うことで発病ポテンシャルのレベル分けが可能である（図 1）。 
 

２． 病原菌密度、前作発病度、土壌 pH の測定値より発病ポテンシャルを算出し、そのレ
ベル分けが可能である（図 1）。  

 
３． 発病ポテンシャルのレベルに応じたキャベツ根こぶ病管理技術を選択できる（表 1）。 

 
［成果の活用面・留意点］

１． 各基準値の測定は、キャベツ根こぶ病対策マニュアルを参照することにより可能で

ある。  

２． 発病ポテンシャルの推定式は、2 カ年 36 カ所の調査地点の土壌分析結果と、その土

壌を用いたセルトレイ検定の発病度から求めている。診断項目の診断指標は基準で

あり、地域の実情に応じて調整する必要がある。

 
３． 化学的防除項目は、3 ヶ年 1 カ所の調査地点の試験結果から記載している。圃場によ

って、根こぶ病菌の系統の違いなどにより、効果が異なる可能性がある。

 




